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高知県高岩鉱山の地質と磁硫鉄鉱鉱床
Geology and Pyrrhotite Deposit of Takaiwa Mine,
　　　　　　　Kochi prefecture.
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔緒　　　言〕
　高知県高岩鉱山は，上八川一池川構造線に沿って貫入した酸性火成岩類に伴う磁硫鉄鉱鉱床であ
る．木鉱山の調査は,･沢村が1955年11月に，地質調査所脇田咸次郎，四国通商産業局の数馬千里・
塩田一郎・柴野照博，高知県商工課小松重敏と共に調査を行ない，その結果を，通商産業省編未利
用鉄質源第２輯に公表したが，その後，新坑の開発があり，また，周囲の地質構造および鉱床の状
況・性質などに意を尽し得ない点があり，再調査を実施することにした．沢村・鶴田は，小松重敏
の案内で, 1962年９月に新坑の予備調査を行ない，鈴木・青野・鶴田は. 1962年７月～９月に延べ
約60日間にわたり徹底的調査を行なった．なお，本研究の費用の一部は文部省科学研究費によるも
のである．
〔１〕　位置・交通・沿革
本鉱山は，国土地理院発行の５万分の１地形図「伊野」に属し，高知県吾川郡伊野町より仁淀川
沿いRﾆ出来地・下八川を経て，吾川郡吾北
村高岩に至る．高岩三叉路を西へ県道約
２ｋｍで標高150 m のところに調査鉱区が
ある．調査区域としては,･図１に示すよう
に，東西6. 5 km,南北6 kn1にわたる地域
であ'る．
　交通は，高知市より高知県定期バスの定
期便が１日20便あり，便利である．高知市
内よりの所要時間は，約２時間である．
　木鉱山は40～50年前，銅鉱として採鉱し
たことに始まる. 1939年３月，北村米次郎
が銅鉱を目的に採鉱したが，その結果は思
わしくなかった．翌1940年２月，高知市の
大原砧一が共同鉱業権者となり，磯野愛太
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図１　位　置　図
郎と共に採鉱したが，硫化鉄鉱２ｔを出すにとどまった．その閣いきさつかあったが, 1952年浜田
宗三が鉱業権者となり，その後岡山県の和田元次が租鉱権を得て, 1960年２月採鉱に着手し，同年
中に約1,000 t を生産，以後月200～300 tを生産したが，翌1961年７月200 t を生産して休山した．
＊　愛媛県丹原高等学校
＊＊奈良県天理.高等学校
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Fe 40～55％，S 30～35％，Ｃｕ1～1.5％の品位の鉱石を同和鉱業（株）岡山製錬所へ送った．塊状
鉱体を据り尽し, 1964年３月現在も休山中である．　　‘
　　　　　　　　　　　　　　　　　〔２〕　地形●地質・岩石
　高岩から北に小式が台へ延びる尾根を，仁淀川の上流が高岩で分岐してはさみ，両支流はほぼ構
造線に沿って東および西に向こう．
　谷平野は見られず，山腹斜面は満壮年期の地形である／谷は断層などの地層の弱線に沿うものが｀
多く，深く刻まれ，鉱床付近では酸性火成岩顛が垂直に近い崖を形成している．また，新改・南越
では珪質片岩が，これと接する砂質片岩より風化に対する抵抗が大であるため，突出して特異な地
形を示している．
　高岩西方の石灰岩レンズには，小規杖な石灰洞か見られる．
　本地域の地質の概略をまずのべる（ＰＬ．ｍ）．北側の三波川南縁帯は約50°～60°の傾斜をもって
単斜状に北方に傾くが，南側の秩父帯北帯は約40°～50°の傾斜をもって南方に単斜状に傾き，両帯
はほぽ背斜的構造を示している．この構造のほぽ背斜軸の位赳に断層が存在し，この断層に沿って
酸性火成岩類が貫入している．この断層線は石井ら（1）によって上八川一池川構造線と名づけられ
た．
　本地域における上八川一池川構造線は,単に１本の線として地質図上.に表現できるものではなく，
高岩地域の岩株状岩休をはじめ，地層の走向にほぼ平行なものが何条にも酸性火成岩脈として貫入
しており，複雑な形態を示している（ＰＬ.?）.
　三波川南縁帯の層序は，筆者らの１人鈴木（2）によって本地域の東部および思地地域において３
つの層に区分された．すなわち，下部より唐越尼ト思地眉および葛川層で,ある．そのうち，本地域
においては唐越層および思地層が分布している．唐越層は唐越付近に分布する緑色片岩より下位の
層に相当する．しかし，本地域においてはこの緑色片岩より下位の岩相は上八川一池川構造線に
よって断ち切られ，さらに，西部地域においては木層は構造線の影響で分布していない．したがっ
て，唐越層の酒厚は不明である．思地層は砂質片岩を主として，黒色片岩・班質片岩・緑色片岩の
薄眉を火在し，石灰質片岩の小レンズも下部には見られる．層厚は，約900mである．
　本地域における秩父帯北帯は従来の上八川累層に相当する．この北辺部は三波川変成作用の影響
か漸移的になっており，準片岩化しているか，南部ほど変成度が低,くなる傾向かある．構成岩類は
本地域においてはほぽ三波川街縁帯と同じであり，唐越相当層および思地相当屈か分布している．
唐越相当層は唐越南部において分布している緑色片岩より下位に相当する．その他，黒色片岩およ
び訪い砂質片岩も存在する．唐越層同様下位が構造線によって断ち切られているため層厚は不明で
あり，また，西部地域においては本層は分布していない．思地相当初は本地域の上八川累層の大半
を占め，砂質変岩を主体とし，一部珪質片岩ないしチャート・黒色片岩ないし粘板岩の薄層を火在
し，さらに比較的下位の砂質片岩巾に石灰岩レンズをはさんでいる．この弱変成の石灰岩とほぽ同
じ層準のもの（上八川村寺野・内野）から，橋本前芙(3)はＨｅｏｓｄｖｗａｇｅｒ･iｒia ｓｐ･を発見した．こ
のことより本累層はペルム系中部統に属することが判明した．
　また，木累層は従来岩質の相違から三波川南縁帯どの対比は困顛とされていた．しかしながら，
すでに筆者らの１人鈴木（2）は，本地域の西部および思地地域において層序的に三波川南縁帯との
対比か可能であることを立証した．
　本地域においても多少の同時異相の地層は認められるが，三波川南縁帯と秩父帯上八川累屈の対
比は可能である．すなわち，最下位に唐越層および唐越相当節の緑色片岩が分布し，その上位に思
地層および思地相当層の砂質片岩が広く分布している．この困厄の下部は砂質片岩に３枚ないし４
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枚の黒色片岩ないしは粘板岩の薄眉を央在し，上部では３枚の石英片岩ないしチヤ―トおよび２枚
ないし３枚の黒色片岩ないし粘板岩の苅眉を火在している（ＰＬ．ｍ).
　ただし，三波川甫緑帯の思地層中部に緑色片岩の蒜眉を央在する点と秩父帯の思地相当眉下部お
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置換され黒雲母:はクロット状の集合休を形成し，赤鉄鉱・方解石も多い．流紋岩質のものは短ざく
状の斜長石結晶が流理構造に支配されて配列している．また，-一部電気石およびざくろ石を含むも
のもある．本岩はまわりの結晶片岩類にほとんど熱的影響を与えていない.
　b）花南斑岩：高岩北方の石英斑岩傾を貨いて，小岩体としてあらわれている．肉眼的には石英
斑岩質よりやや暗色を呈し，はん状組織が著るしい．鉱物構成は斜長石・カリ長石・石英および黒
雲母で，まれに普通角閃石・ざくろ石およびくさび石を含むことかある．はん晶鉱物としては累帯
構造の著しい斜長石，へき開而が湾曲し波勁消光を示す黒雲母（PL.Ｌ図４），融しょくされた石
英か認められる．黒雲母はその輔色に特徴があり，Ｘは淡黄色，ＹおよびＺは赤褐色を呈する．ま
た，一部は赤鉄鉱に変化している．石基は細粒の石英・黒雲母および斜長石よりなる．前述したよ
うに石英斑岩類よりは後期に貫入した岩石であるか，両岩は構成鉱物から判断して，一連の火成活
勁の結果生じたものと考える．
　なお，本岩は種々の捕獲岩を有している．この中で結晶片岩類および石黄斑岩類か多いが，まれ
に片麻状岩が含まれていることは注目に値する，片麻状岩は肉眼的には暗灰色の部分と白色の部分
か縞状になり，全体としては比較的暗色を呈じている．構成鉱物は黒雲母・石英・カリ長石および
ざくろ石で，このほか少量の赤鉄鉱および絹雲母を含んでいるり収色の縞の部分はほとんど黒雲母
からなり，赤鉄鉱を一部含んでいる．そうして, PL. I,図５に示すように片状構造に文配されて配
列している，白色の縞の部分は石英およびカリ長石からなり石英か量的に多い．ざくろ石は各所に
点在している．本岩はしたがって. banded gneiss と呼ぷのが正しいと考える.
　ｃ）黒色片岩：一般に砂質片岩中に薄層として分布し，構成鉱物は石英・絹雲母・石墨質物質が
主で，斜長石・方解石も認められる．三波川南緑帯と秩父帯における本岩の鉱物構成を比較してみ
るとほとんど変りなく，三波川南緑帯のものかやや再結晶作用の程度が強く，はく雨個に富んでい
る．花剛斑岩に近づくとホルンフェルス化,し，石英の糖晶状構造が目だち，二次的に黒雲母・絹雲
母を生じている.
　d）砂質片岩：木岩は本訓査地域の大半を占め，構成鉱物は，残甘つ鉱物としての石英・斜長石
およびカリ長石が認められ，このほか石墨質物質・絹雲母・黄鉄鉱・くさび石・スティルプノメレ
インである．本地域全般にわたってその構成鉱物にはほとんど変化が認められない．しかし，残せ
つ鉱物の平均粒径はさまざまで，平一均径が約0.2～0. 6mmの範囲内のものかおる．また，黒色片岩
に移化する場合もある.
　ｅ）緑色片岩：本岩は緑色ないし暗緑色を呈し，構成鉱物は陽起石・緑簾石・緑泥石・石英・方
解石・曹長石で，少幻:のスティルプノメレイン・藍閃石・亦鉄鉱および残存鉱物としての普通輝石
が認められる，また，唐越東部の三波川南緑帯の緑色片岩には，一部方解石かきわめて多量に含ま
れていることかおる．三波川南緑帯では陽起石が，秩父帯北帯では赤鉄鉱および普通輝石の残品が
量的に増加する傾向かおるが，鉱物構成からも両帯の間に著しい不連続があるとは考えられない．
　f）珪質片岩：木岩は砂質岩源の岩石中に帯状に分布し，肉眼的には白色ないしは赤褐色を呈し
ている，構成鉱物は石英かその大半を占め，その程度はさまざまで細粒の場合には所々に粗粒の石
英のプールを作っている．そのほか石墨質物質・スティルプノメレインおよび赤銑鉱が薄く縞状に
入っており，絹雲母丿緑泥石および方解石を伴うこともある．三波川南緑帯のものに比べて，秩父
帯のものは再結晶作用の程度が低くしゅう曲も,きわめて弱い.
　ｇ）石灰岩：本岩は秩父帯では高岩西方と弘瀬に分布.し，いずれもレンズ状岩体である．高岩西
方の本岩は黒色で，化石が発見された寺野・内野のものとほぽ同一の層順である．しかし，本地域
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においてはまだ化石は発見されていない．一方，三波川南緑帯においては唐越付近の唐越層の緑色
片岩中およびその周辺にレンズ状の石灰岩が認められるか，地質図には記入できないほどのきわめ
て小規模なものである．構成鉱物は大半が細粒の方解石で再結晶作用は弱く，部分的に双晶をもっ
た粗粒の再結晶したものか認められる程度である．そのほか，石英か点在し，絹雲母および石墨質
物質が伴われる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔５〕　鉱　　　　　床
　高岩鉱山の鉱床は，上記酸伯火成岩類の“後大成作用”によって生成された深熱水性鉱床と考え
られ，東西約800m，南北400mの全域にわたって，黒色片岩・石英片岩および火成岩体自身が至る
ところ鉱染を受け，小規模な焼けか点在している．鉱床は火成岩体の周縁に限られている．
　鉱床は，１号坑～７号坑のほかに新坑があるか, 1964年３月現在入坑可能のものは，１号わし６
号坑・新坑のみで，２・３・４･･５号坑の各坑はそれぞれ埋没し，坑口の位置さえ不明である．上記各
坑のうち，１～５号坑および新坑は，火成岩休の西側斜面に，６・７号坑は東側に賦存する．７号坑
は坑口が１ｍ程残っているばかりである．各坑は，ほぽ北東の向きに延び，塊状・鉱脈状・鉱染状
およびレンズ状を呈し，小規模であるにもかかわらず，その形態は変化に富んでいる．
　　Ａ．各坑の形態・構造およびその地質
　ａ）新坑
　高岩のバス停留所から西方へ県道より120mの高さにあり，大部分を掘り尽しているか，レンズ
状鉱体をなしたものと思われる．坑口より２～３ｍやや下りぎみに進み，これよりN64°Ｅの方向
に，20°の登り勾配で新坑上段斜坑となり, 10.7 m掘進･し, 5. 2 mの水平･坑がこれにつづく．斜坑
から水平坑に移る箇所は，天盤・側壁も崩落し，床も幅いっぱいに中段に抜けおちている．坑口か
ら２ｍで中段になり, N70°Ｅの方向に6°の登り勾配で，樋幅1.4inで15.8 m掘進している．下段
斜坑はN74°Ｅの方向に26°の下り勾配をなし，坑道引立てから６ｍ手･前まで水没している．
　上段斜坑・中段水平坑および下段斜坑は，いずれも鉱体を追って掘進したもので，下段斜坑はす
でに鉱休の下底に当たり，その延長はN70°～75°Ｅの方向に約15 m， 落とし約70°S，厚さ最大１
～1.5 mのレンズ状鉱休をなし，その過半を掘り尽したか，－･部残鉱が認められる．
　中段における掘り跡を観察すれば, N75°E, 67°S，幅150 cm の断層帯をなし，鉱床はこの断
層帯に胚胎したものと思われる．中段引立てにはN5°E, 72°Ｗの小断層，引立てより２ｍ手･前の
北側wall rock には, N27°E, 72°Ｗの小断層が観察される．
　上段斜坑より４ｍで地表に焼けが認められ，採鉱した跡かおるが，延長がきかず, 1.2mで中断
している．正に新坑鉱休の上.部に当たる．地表にもこの断層帯は観察され，新坑の３坑道はこの断
層;肝を掘進したものである．
　中段坑道の引立てより手前２ｍのところに，Ｎ６°Ｗ，垂直に貫く厚さ･20 cm の石英斑岩の脈があ
り，これは上部斜坑の引立てにあらわれている．また，中段引立てには石英斑岩類の岩株が顔を出，
し，鉱床は消滅している．鉱床の上下盤共黒色片岩であるが，変質を受けてホルンフェルス化して
いる．その変戌度は下盤側の方がはるかに大で，特に珪化か強く堅硬であるか，よく黒色片岩の構
造を残している．鉱石鉱物は磁硫鉄鉱が主で，黄鉄鉱・黄銅鉱などである.
　b）1号坑
　掘進延長22. 8mの樋押坑道で，坑口付近では，鉱脈の幅約10 cm である. 1955年調査の際は，坑
口より12. 7raの掘進であった．その後1960年に再開され，約１年半採掘された．
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　　　　　　　　　　　　　図２　新坑●　１号坑坑内地質図
　再開時，主坑道の延長だけでなく，坑ロより11mの箇所でＳＥの方向に約５ｍの枝坑道を掘進
しているか，引立てにN20°W, 62°Ｗの小断層があり．この部分は，鉱休の上盤側の鉱染部に当た
るが，母岩の黒色片岩が変質を受け多少珪化し，鉱石鉱物が片理,に沿い１～２ｍｍの間隔で平行な
細脈をなし，あるいは，片理をcross　して幅数ｍｍの鉱石鉱物がdepositしている．鏡下で観察
すると，微摺曲をなす黒色片岩の片理に沿い，あるいはこれをcrossして，珪化作用による石英の
極微粒子が検出され，時に1/25 mm 程度の石英脈の微細脈が観察される．鉱石鉱物は，磁硫鉄鉱
・黄鉄鉱・黄銅鉱などで，主としてこれらの石英に伴うが，低品位のため稼行の対象とならず，鉱
石鉱物は時に緑泥石がこれを取り囲んでいる．
　坑口より主坑道15.7 mの場所から北側で，鉱床は塊状の主鉱体となり，塊状部はN70°Ｅの方
向に約９ｍ延長し，その富鉱部を幅60～120 cm, 傾斜60～70°Ｓで･，１号坑レベルより６～7.5 m
切り上がっている．切り上がりの西部引立てには残鉱がある.この鉱休の東端を切り上がって新坑
に抜けているか，鉱休の直接のつながりはない．
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　本鉱休の樋を押して約４ｍ掘進し，その引立てにはなお鉱石は認められるが，著しく変質を受け
た石英斑岩類があらわれて，鉱体はもはや延長しないものと思われる．なお，石英斑岩類に著しく
変質を与･えたものは，後の花闘斑岩の逃入によるものと思われ，このことは鉱床の成囚とも関辿を
持つ問題である．
　新坑のレンズ状～塊状鉱休と１号坑の塊状鉱体とは，直接はつながらないが，同様の性質を持つ
ものと判断され，上下盤の関係も同様で,ヽこれらの鉱体は，既述のように. 1960年２月から翌年７
月までに約2,500～2,600 t を採鉱し，多少の残鉱はあるか，過半を掘り尽したものである．この数
字は高岩鉱山の採鉱実績として最大である．
　４）６号坑
　高岩より東方，徒歩で20分，宮ノ瀬バス停留所より登ること，県道より50mの高さにあり，坑
口は北向きで，坑道は坑口より, N55°gの方向に掘進延長32.6 mで，ほとんど真直ぐである.
N65°E, 70°Ｓの断層に沿って掘進され，坑道は坑口より7.6 mで13°北に向きを変え，３ｍで元
の方向に帰っている．この付近までは石英斑岩類中を掘進しているか，それより東は引立てまで高
度に珪化変質された黒色片岩となる．断層は坑口より23mまで直線に延び，ここで向きは変わらな
いが，約15 cm北に寄り，坑内引立てから７ｍ手前まで北側の壁には石英斑岩類があらわれ，引立
てより手前8～12mの坑道には，南北両壁に石英斑岩類があらわれている．この断層は，新坑お
よび１号坑の断層帯の正に延長に当たる．坑口より北西に約1. 5in掘進したところは，黒色片岩
が観察される．鉱床は磁硫鉄鉱の鉱染鉱床で，鉱染の度合は，珪化された黒色片岩の方が大である
が低品位で稼行の対象にならない.
d）7号坑
　高岩より宮ノ瀬への途中，上.八川川が東へ向きを変える箇所の左岸に位置する．本坑は３本の露
頭脈より成り，砂質黒色片岩中に胚胎し，脈幅は10～15 cm で，走向N46°Ｅ，傾斜50°Sである．
鉱石鉱物は磁硫鉄鉱を主とし，黄鉄鉱・黄銅鉱などであ.る．本坑は1955年調査の際も坑口が１ｍ
ばかり残っていただけで，詳細は不明である.
　ｅ）2号坑・ろ号坑・４号坑・５号坑
　これらの各坑は，既述のように, 1964年４月現在いずれも埋没して，坑口の位置さえ発見し得な
い状態であるが，２号坑・３号坑および５号坑は，沢村らの1955年調査の際は入坑可能であった．
従ってここでは，冒頭に述べたようにすでに公表済（4）ではあるか，沢村ほか脇田・数馬・塩田・
柴野・小松らの報告を一部訂正して略述する（図３参照，巻末）．
　２号坑は, N27°Ｅの方向に11.5mを掘進している．石英斑岩類にはさまれる珪化変質した黒色
片岩に磁硫鉄鉱のビリ樋が見られる．
　３号坑は，北に7.5 mを掘進し，さらにN25°Ｅに方向を転じて６ｍを掘進している．珪化変質
を受けた黒色片岩を磁硫鉄鉱が鉱染している．坑口付近に相当大規模の露頭が見られるが，坑内で
急に衰微している．
　５号坑は，北に５ｍ掘進し，さらにN35°Ｅに方向を転じて２ｍを掘進している．珪化された黒
色片岩をほ岩とする石英脈中に磁硫鉄鉱がわずかに鉱染している．
　　Ｂ．母岩の変質
　鉱床の母岩は上下盤共に変質した黒色片岩が大部分である．上下盤の変成亥が著･しく異なるの
は，新坑および１号坑である．既述のように，下盤は特に珪化作用が烈しく，岩質堅硬である．観
察される変質作用としては，珪化作用・絹雲母化作用・緑泥石化作用・炭酸塩化作用などで，いず
れも熱水性鉱床特有のものである．
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　ａ）珪化作用
　新坑および１号坑内において観察すると，珪化作用は初期珪化作用と後期珪化作用に分けられ
る．初期珪化作用によるものと思われる多量の極微粒石英が，元の黒色片岩の構造に支配されて流
状をなし，ある程度その構造を乱しているが，その度合は下盤の方がはるかに著しい．極微粒石英
の流状に沿い，微粒の硫化鉱物が認められるが，これは初期珪化作用につづく諸変質作用の熱水液
惨透に伴ってdepositしたものであろう．　　　　．
　その後の鉱化作用につづく後期珪化作用による石英脈が，前期珪化作用による石英および鉱石を
切っているが，一部鉱化作用に先き立つ微候がうかがわれる．しかも，この珪化作用は比較的鉱体
付近に限られるというところから見れば，明らかに崔化作用と密接なつながりを持つものと思われ
る．
　炭酸塩化作用も前期と後期に分けることができる．前期炭酸塩化作用による方解石脈中へ，後期
珪化作用による石英脈が交代あるいは惨染している．後期珪化作用の規模は前期のそれ程大きくは
ないが，鉱化作用の始まる前から行なわれ，鉱化作用終了後にもおよんだごとくである．また，諸
変質作用による二次的生成鉱物を後期の石英脈が切るところから，これら諸作用の後に後期珪化作
用が行なわれた.
　b）絹雲母化作用
　絹雲母は，鏡下で観察すると，その微結晶が，母岩の黒色片岩の構造と関連して波状に配列し，
その間を波状に沿い，あるいはこれを切る如き方向に鉱石鉱物か配列している．鉱石鉱物に直接接
して緑泥石の認められるものがある．これは新坑・１号坑において観察された.
　ｃ）緑泥石化作用
　鉱休あるいは黒色片岩と接して広い範囲が緑泥石化され，母岩か暗緑色の色調を呈し,あるいは，
黒色片岩の片理に沿い平行する方解石脈の両側に緑泥石の観察されるものがある．この緑泥石は絹
雲母を取り囲む形をとり，その情況から絹雲母化作用は緑泥石化作用の先に行なわれたものと思わ
れる.
　d）炭酸塩化作用
　炭酸塩化作用は，珪化作用と同様，前後期に分けられる．前期炭酸塩化作用と後期珪化作用との
関係についてはすでに述べた．後期炭酸塩化作用による方解石脈は緑泥石を切っており，細脈であ
るが延長がきいている．また，これは石英脈をも切っている’ので，変質作用としては最後のもので
ある．　　　　・
　　Ｃ.鉱石鉱物・脈石鉱物とその生成順序
　高岩鉱山の鉱石鉱物は磁硫鉄鉱が主で，他に小量の黄鉄鉱・黄銅鉱かある．また，脈石鉱物とし
ては，石英・方解石ご斜長石・緑泥石・縁廉石がある.
　ａ）磁硫鉄鉱：磁硫鉄鉱は本鉱床の主要鉱石鉱物で，その鉱体としての形態は，主坑である１号
坑および新坑では塊状ないしレンズ状をなす．１号坑では一部珪化黒色片岩の構造に支配され，片
理に沿って芳層の鉱脈をなす．その他の坑道では細脈ないし鉱染状を呈する．
　新坑における鉱床の母岩に接する部分および上方の焼けには，鏡下に，鉱石中にしばしば自形の
石英が認められる(PL. n,図１）．また，新坑の磁硫鉄鉱は多分に自形あるいは半自形を呈し
(PL. n,図２），これは新坑以外の鉱石では観測し得なかったが，その存在は期待される．このこ
とは，新坑付近においては，後期珪化作用がまず開始されごけ岩に近く，石英は自形を呈し，引き
つづき鉱液が注入され，中心部においては両作用相前後して．時に磁硫鉄鉱の自形結晶を生ぜしめ
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たものと思われる．珪化作用は鉱化作用終了後もつづけられ，磁硫鉄鉱を脈状Rﾆ貫いてい･る（ＰＬ.
Ｈ，図3～4）.
　本鉱山からは，新坑・１号坑の塊状鉱床を採鉱するまでに，数ｔの出鉱を見たのみであったが，
その後の両坑の開発で約2,5010 t を採掘したことは既述の.通りである．筆者らが６試料について行
なった分析結果を次に示す（表１）．
表1.分析結果　（鶴田）
N0. 試　　　　　　料 Fe　％ Ｃﾘ％ Ｓ　％ FenSn+iC､FeSi士x)
１
２
３
４
５
６
』
　１号坑塊状部
新訳上部焼け
新　坑　　口　　下
新　坑　引　立　て
７　　号　坑　焼
38.51
41.09
28.16
43.32
42.38
35.85
，　0.63
　　　0.86
　　　0.55
　　　0.91
　　　0.86
　　　0.57
26.37 ’
29.19
20.16
33.26
32.42
28.35
　Fe4 S5 (Fe Si.20
･､. Fe4 S5 （Fe Si.23)
　Fe4 S5 （Fe Sl.23~)
　Fe3 S4 （Fe Si.33)
　Fe3 S4 （Fe Si.32)
　Fe3 S4 （Fe Si.32)
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　g）斜長石：　１号坑においては認められないが，新坑においては，特に黒色片岩と鉱石との接触
部において，その間に斜長石が鱗片状に認められる．－･部鉱石に交代され，特有のアルバイト双晶
をなす.
　h）緑泥石：主要脈石で，鉱休あるいは黒色片岩に接して広い範囲に認められる．色は淡緑色な
いし緑色で，微晶で色の濃淡の移り変わりが烈しいか，干渉色は第１次の灰～黄色を示す．
　以上述べた鉱石鉱物および脈石鉱物の産状および組紐，ならびに前項の母岩の変質状況から推論
される生成順序を杖式的に示せば，図４が得られる．すなわち，まず初期珪化作用によって母岩の
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図４　　鉱石昿物・脈石鉱物の品出順序
黒色片岩が全而的に珪化され，主要鉱床である１号坑・新坑において見ると，特に下盤側か著しく
’堅硬となる．つづいて初期の炭酸塩化作用・絹雲母化作用，緑泥石化作用の順序に母岩の変質か行
なわれた．次に後期の珪化作用が始まり，間もなく本格的磁硫鉄鉱の鉱化作用によって塊状・レン
ズ状の主鉱床を形成した．新坑・１号坑以外においてはビリ樋ないし鉱染の程度にとどまってい
る．鉱化作用の末期に近くわずかの黄鉄鉱が析出し,．さらに黄銅鉱が脈状に鉱石を貫いて，鉱石に
１％未満のＣｕ分を供給している．
　鉱床の母岩は珪化された黒色片岩が主であるか，石英斑岩類の鉱染されたものもある．後期珪化
作用はなおつづき，石英脈として既晶出の鉱石鉱物・脈石鉱物を貫き，最後に後期炭酸塩化作用に
よる方解石脈が析出して，本地域の酸性火成岩貫入の“後火成作用”を終わった．
　　Ｄ．成因的考察　’
　三波川南縁帯と秩父帯とを境する上八川一池川構造線をほぽ背斜軸とする１つの背斜構造が考え
られ，このしゅう曲作用によるtension crackが断層群を生じた．この断層俳に，酸4tl火成岩か貫
入して，その“後大成作用”として生成した鉱床が高岩鉱山の磁硫鉄鉱鉱床である．この酸性火成
岩類は，岩株状の石英斑岩類を主体とし，さらにその後花田斑岩が貫入している．上八川一池川構
造線に貫入した石英斑岩類は，柳野西方・思地東方その他数箇所にも認められるが，石英斑岩類の
みで花岡斑岩は認められず，また，磁硫鉄鉱も発見されていない．花閥斑岩の貫入は，母岩である
黒色片岩を変質しただけでなく，石英斑岩自身をも変質し，または捕獲し，塊状ないしレンズ状の
主鉱床は，変質した黒色片岩中の断層帯に胚胎するが,’さらに鉱液は黒色片岩に鉱脈をつくり，ま
た鉱染し，石英斑岩類自身を鉱染している．従って迎鉱岩は石英斑岩類でなく，花田斑岩である．
すなわち，本鉱床は花岡斑岩の“後火吹作用”によるものである．
　母岩の変質作用は，珪化作用・炭酸塩化作用･･絹雲母化作用・緑泥石化作用などの如く熱水伯鉱
床を特徴づける作用である．また，脈石の緑廉石はスカルン鉱物ではあるが，熱水変質作用の結果
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生ずることもきわめて多く，本鉱床は深熱水性鉱床と考えられる．
　運鉱岩貫入の時期力≒石鎚山付近の中新世火成岩類と同時代の貫入と石井らによって考えられて
いることは，地質の項において述べ‘たが，沢村は従来公表した多くの秩父帯・四万十帯の金属鉱床
の運鉱岩が塩基性の輝緑岩であり，その貫入の時期が古第三紀に求められる可能性について論じて
きた．一方は酸性火成岩類であり，一方は塩基性火成岩類であるが，鉱床の性質において，例えば，
銅鉱の後期脈状析出の如き類似点が認められ，酸性塩基性両火成岩類の貫入についての関連性の問
題が考えられる．今後の研究にまちたい．
　　　　　　　　　　　　　　　　　〔４〕　結　　　　　語
　高岩鉱山は，土讃本線伊野駅の北西直距離約15kmの所にある磁硫鉄鉱鉱床である．
　本調査地域の北半は三波川南縁帯，南半は秩父帯北帯の地層から成り，両帯は断層（上八川一池
川構造線）によって境されている．
　三波川南縁帯は下位の唐越層および上位の思地層から成り，秩父帯北帯もこれらにほぼ対比され
る２層により構成されており，フズリナ化石から秩父帯北帯の唐越相当層はペルム系中部統に属す
ることか判明した．また，塩基伯起源の岩石中の鉱物構成から両帯の変成度は漸移的であることを
確めた．これらの事実から，この構造線は地質学的に大きな不連続線を示すものとは考えられな
い．したがって，この構造線は三波川南縁帯と秩父帯北帯をそれぞれ北翼，南翼とする背斜の軸部
に沿って形成されたと考えられる．
　この構造線に沿って，鉱床生成に密接な関係をもつ酸性火成岩類が分布している．これら岩体は
石英斑岩類と花剛斑岩に大別され，中新世に背斜の軸部のtension crack に沿って貫入した,ものと
思われる．花田斑岩は石英斑岩中に貫入し，まわり.の石英斑岩類および結晶片岩類に熱的影響を与
えている／さらに，木岩は石英斑岩類の捕獲岩を含み，急冷相を形成していることから，石英斑岩
類よりも後期の貫入岩である．
　鉱床は，全体として上下盤とも黒色片岩であるが，いずれも珪化変質し，特に下盤は変質の度が
烈しい．時には，石英斑岩自身が母岩となる．一般に不規則な形態の塊状・レンズ状・脈状・鉱染
状をなす．
　母岩の変質は，熱水性.鉱床に特徴的なもので，初期珪化作用→初期炭酸塩化作用→絹雲母化作用
→緑泥石化作用→,鉱化作用→後期珪化作用→後期炭酸塩化作用の順序に行なわれた．
　鉱石鉱物は，磁硫鉄鉱であるが，少量の.黄鉄鉱および黄銅鉱がある．晶出の順序は，磁硫鉄鉱→
黄銅鉱である．磁硫鉄鉱の主鉱体はFe4S5，周縁部はFesSiの化学式を示す．
　鉱床の成因は，上八川一池川構造線へ，まず石英斑岩が貫入し，その後さらに花田斑岩が貫入し
て，その“後大成作用”で胚胎した深熱水性鉱床である．したがって，迎鉱岩は花田斑岩である．
(昭和39年９月28日受理)
70 　　　　　ｊ穿知大学学術研究報告　第13巻　’油然科学　〔レ第17号’
　　　　　　　　　　　　　　SUMMARY
Geology and Pyrrhotite Deposit of･ Takaiwa ］Mine
　　　　　　　　　　　Kochi Prefecture.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　By
　　　　　　　　　　　　Takeo Sawamura, Takashi ＳＵ之UIぐ１１ ，
　　　　　　　　　　　　Chiaki AoNO and Kazuyoshi TSURUTA
(.fitｓ£itｔ｡ｔｅｏｆ Ｇｅｏｌｏｇｙ ａｎｄ Ｍｉｎｅｒal。ｇｙ，　Ｆａｃｔ｡1り司｀Ｌ･itｅｉ･ａｔｔ。ｒｅ ａｎｄ Ｓｃｉｅｊｊｃｅｔ　ＫｏｃｈｉＵｎｉ･ｖｅｒｓiり)
　The Takaiwa mine is about　15 km N'Ｗ of Ino station of Dosan line. The ore bodies of
the mine are of pyrrhotite deposit｡
　This district is composed of the rocks of　the Sambagawa southern marginal belt and the
Chichibu northern zone. The Kamiyakawa-Ikegawa tectonic　line in　this district is ａ hinge
fault　which is　distributed　on　the boundary between two zones. It was formed along the
axial part of the anticline in which the Sambagawa southern marginal ｂｅ】tａｎｄこtheChichibu
northern zone form the northern and southern ]imbs respectively. The Sambagawa southern
marginal　belt of　the distrct consists of the following two formations　in ascending order ；
the Karakoshi and　the Omoiji formations. On the other hand; the Chichibu northern zone
of the district consists of the two formations almost correlative to those of the Sambagawa
southern marginal　belt. and fusulinid fossils in　the Karakoshi　equiva】ent formation of the
Chichibu northern zone suggest the age of the middle Permian. Basic rocks are characterized
by the stable formation of actinolite-epidote-chlolite-quartz･albite and the Sambagawa southern
marginal belt and the Chichibu northern zone　are continuous　with respect to metamorphic
grade｡
　Acidic igneous rocks, which are composed of qiiartz-porphyritic rocks and granite-porphyry
are conceivable to have intruded paral]el to the tectonic line in the age of Miocene. Granite･
porphyry is exposed in quartz･porphyritic rocks and exerts thermal effect upon their surroun-
ding quartz-porphyritc rocks and crystalline scHisぼMoreover it holds xenolithes of quartz-
porphyritic　rocks and forms　chilled marginal facies　around its margine. So it　is certain
that it is the rocks which intruded later than quartz-porphyritic rocks｡
　The deposit of this mine occurs　as　massive, lenticular, veinlet and impregnative　ore
bodies. The hanging ｗal】of the principal　ore bodies is low grade metamorphosed black
schist and the foot wall is high grade metamorphosed b】ack schist. Impregnation took place
not only in black schist but in quartz-porphyritic rock｡
　Alteration of the wall rocks in the ore deposit took place in the fo】lowing order : earlier
silicification→earlier carbonitization→sericitization→ch】oritization→mineralization ・ 】ater
silicification→later carbonitization｡
　The ore minerals are ｐ戸rhotite and ａ little amount of pyrite and chalcopyrite. And, the
gangue minerals are quartz, calcite, epidote, chlorite, plagioc】ase etc. The　order of ｃry･
stallization of the ore minerals are as follows : pyrrhotile, pyrite and chalcopyrite｡
　The ore deposit of the mine is　the katatherm副deposit formed by the post-igneous action
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of granit-porphyry into metamorphosed black schist. The ore bringer is granite-porphyry
(Received September 28･1964)
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図1.石英斑岩と花剛斑岩の接触部
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図2.砂質片岩中の石英斑岩川脈
図4.花田斑岩（平行ニコル）　×45
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